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’ 、
騨剛 「

伊
藤
千
代
子
の
不
屈
の
生
涯
」
学
び
、
拡
げ

署
名
も
会
員
拡
大
も
飛
躍
的
前
進
を
！

ｌ
第
一
回
理
事
会
開
催
Ｉ

一
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２
月
迦
日
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
コ
ミ

壹
テ
イ
セ
ン
タ
ー
皿
集
会
室
に
於
い

て
第
一
回
県
本
部
理
事
会
か
開
か
れ

ま
し
た
。
第
一
部
は
、
伊
藤
千
代
子
の

学
習
会
を
行
い
、
理
事
で
な
い
方
も
含

め
て
妬
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
加
藤
ユ

リ
副
会
長
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
最
初

に
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視

聴
し
た
後
、
藤
田
廣
登
氏
が
講
演
（
２

頁
に
記
事
掲
載
）
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
「
千
代

子
の
生
き
方
に
感
動
し
た
」
話
や
「
映

画
づ
く
り
」
の
話
が
出
さ
れ
、
埼
玉
と

し
て
も
、
積
極
的
に
「
千
代
子
を
学

び
、
顕
彰
し
、
映
画
づ
く
り
に
取
り
組

》
〈
国
会
請
願
三
項
目
〉

一
①
国
は
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法

一
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と

－
②
国
は
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
対
し
て
謝
罪

一
と
賠
償
を
す
る
こ
と

』
③
国
は
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態
を

一
調
査
し
て
国
民
に
公
表
す
る
こ
と

ん
で
い
く
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
後
、
「
理
事
会
」
に
入
り
、
議
長
に
大

野
辰
夫
さ
ん
を
選
出
し
、
議
事
を
進
行
。

矢
島
恒
夫
会
長
が
挨
拶

矢
島
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
安
倍
内
閣
を
引

き
継
い
だ
菅
内
閣
が
、
改
憲
問
題
で
も
、
学
術

会
議
任
命
拒
否
問
題
で
も
極
め
て
危
険
性
な

内
閣
で
あ
る
こ
と
が
露
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
森

会
長
の
女
性
蔑
視
発
言
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
「
無

理
無
策
」
、
官
僚
の
接
待
問
題
な
ど
次
々
に
問

題
が
明
る
み
に
出
さ
れ
、
国
民
の
怒
り
が
沸

騰
し
て
き
て
い
る
。
い
ま
正
に
、
「
同
盟
が
頑
張

り
時
だ
」
と
強
調
。
「
署
名
、
会
員
拡
大
、
支
部

つ
く
り
、
そ
し
て
、
伊
藤
千
代
子
の
映
画
で
も

頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

岩
田
治
樹
事
務
局
長
が
報
告
と
提
案

次
い
で
、
岩
田
事
務
局
長
か
ら
は
、
理
事
会

へ
の
報
告
と
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
本

理
事
会
の
目
的
は
、
三
ヵ
月
後
に
迫
っ
た
『
国

会
請
願
』
（
５
月
廻
日
予
定
）
ま
で
の
県
同
盟

の
重
点
活
動
に
つ
い
て
の
意
思
（
次
ペ
ー
ジ
へ
）
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主
権
在
民
を
主
張
す
る
人
々
を
、
容
赦
な

い
弾
圧
で
抑
え
込
み
、
国
民
を
侵
略
戦
争

へ
と
駆
り
立
て
た
の
で
す
▼
「
今
で
も
悔
や

ま
れ
る
の
は
、
共
産
党
を
治
安
維
持
法
で

押
さ
え
つ
け
た
こ
と
だ
。
い
ま
の
よ
う
に
自

由
に
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ

う
す
れ
ば
戦
争
が
起
き
な
か
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
」
こ
の
言
葉
は
、
「
最
後
の
海
軍

大
将
」
井
上
成
美
が
、
戦
後
、
自
戒
を
込

め
て
親
友
に
語
っ
た
言
葉
で
す
▼
国
賠
同

盟
は
「
３
．
幅
事
件
」
か
ら
㈹
年
後
の
一
九

六
八
年
３
月
晦
日
に
設
立
し
て
以
来
、
犠

牲
者
の
名
誉
回
復
の
為
に
活
動
を
続
け
‐

集
め
た
署
名
は
１
千
万
筆
に
の
ぼ
り
ま

す
。
韓
国
で
は
、
日
本
と
同
じ
治
安
維
持

法
で
弾
圧
さ
れ
た
犠
牲
者
を
愛
国
者
と
し

て
表
彰
し
、
年
金
を
支
給
し
て
い
る
の
に
、

日
本
で
は
未
だ
に
名
誉
回
復
、
被
害
救
済

は
実
現
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
〃
戦
後
日

本
政
治
の
後
進
性
″
が
あ
り
ま
す
▼
い

ま
、
「
３
・
巧
事
件
」
の
犠
牲
者
の
ひ
と
り

で
あ
る
〃
伊
藤
千
代
子
″
の
映
画
づ
く

り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
千
代
子
の
「
不

屈
の
生
涯
」
を
学
び
、
顕
彰
す
る
こ
と
が

ま
す
ま
す
必
要
な
時
代
で
す
。
（
池
）

熱圓

今
か
ら
卵
年
前
の
３
月
晦

日
、
時
の
政
府
は
「
治
安
維
持

法
」
に
よ
る
大
弾
圧
を
行
い
ま

し
た
。
「
３
・
喝
事
件
」
で
す
。

あ
の
治
安
維
持
法
下
の
暗
黒

時
代
、
侵
略
戦
争
に
反
対
し
、
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統
一
に
あ
る
」
と
述
べ
、
昨
年
９
月
以

降
の
活
動
の
到
達
を
７
項
目
に
つ
い

て
報
告
。
財
政
活
動
な
ど
進
ん
だ
経

験
も
あ
る
が
、
会
員
拡
大
、
支
部
づ

く
り
、
署
名
の
取
り
組
み
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
も
あ
り
全
体
と
し
て
遅
れ
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

〃
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
″
（
４
月
調
日
）
、

「
特
別
期
間
」
３
月
妬
日
～
を
設
定

次
い
で
、
５
月
の
国
会
請
願
行
動

ま
で
の
方
針
六
項
目
（
①
国
会
請
願

署
名
、
②
会
員
拡
大
、
③
支
部
つ
く

り
、
④
顕
彰
活
動
、
⑤
出
版
物
の
普

及
、
⑥
映
画
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」

が
提
起
さ
れ
、
県
本
部
と
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
課
題
を
進
め
る
た
め
に
も
、

４
月
に
は
〃
春
を
よ
ぶ
つ
ど
い
″
を

開
催
す
る
事
、
そ
し
て
、
署
名
と
会

員
拡
大
を
進
め
る
た
め
、
３
月
晦
日

か
ら
「
組
織
拡
大
特
別
期
間
」
を
設

定
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
討
論
に
入
り
、
７
名
の
方

か
ら
積
極
的
な
発
言
が
さ
れ
ま
し

た
。

矢
島
会
長
は
発
言
の
ま
と
め
に
立

ち
、
「
皆
様
の
貴
重
な
意
見
を
今
後

の
県
本
部
の
活
動
に
生
か
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
述
べ
ま
し
た
。
最
後

に
、
松
下
裕
副
会
長
は
、
「
千
代
子
に

学
ん
で
攻
勢
的
に
闘
お
う
」
と
閉
会

の
挨
拶
を
述
べ
、
散
会
し
ま
し
た
。

説者の

ひろば

一

私
の
戦
争
体
験
第
１
回

絵
と
文
長
澤
志
保
子

も ｰ‐一ご~。.●
一

'一鐸ソ』

一

＊
戦
後
七
五
年
経
ち
、
戦
争
体
験
を
語
れ
る
方
が
少
な
く
な
る
中
、
春
日
部
支
部

の
長
澤
志
保
子
さ
ん
（
八
四
歳
）
か
ら
貴
重
な
「
戦
争
体
験
」
が
、
自
作
の
絵
と
合
わ

せ
て
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
６
回
に
分
け
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
（
編
集
部
）
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藤
田
氏
「
伊
藤
千
代
子
」
を

大
い
に
語
る

理
事
会
に
先
立
ち
、
「
千
代
子
研

究
」
の
第
一
人
者
で
、
映
画
「
伊
藤
千

代
子
」
の
元
本
の
著
者
で
あ
る
藤
田

廣
登
氏
（
（
同
盟
中
央
本
部
顧
問
）
を

招
い
て
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

藤
田
氏
は
、
千
代
子
が
、
特
高
警

察
の
弾
圧
・
拷
問
・
獄
中
発
症
の
困

難
、
夫
の
変
節
に
耐
え
な
が
ら
、
な
お

闘
い
の
炎
を
燃
や
し
続
け
た
〃
不
屈

の
生
涯
〃
を
、
千
代
子
の
獄
中
か
ら

の
手
紙
な
ど
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

て
識
演
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
千
代
子
の
様
な
「
治
安
維

持
法
犠
牲
者
」
に
対
し
、
未
だ
謝
罪

を
し
て
い
な
い
日
本
政
府
を
批
判
。

「
国
賠
同
盟
」
運
動
の
必
要
性
が
強
調

さ
れ
、
こ
の
様
な
時
期
に
、
千
代
子
に

新
た
な
光
を
当
て
、
そ
の
生
き
ざ
ま

を
描
く
映
画
化
運
動
が
進
め
ら
れ
、

元
前
進
座
の
嵐
圭
史
さ
ん
、
女
優
の

竹
下
景
子
さ
ん
の
出
演
も
決
ま
り
、

撮
影
も
、
月
に
は
始
ま
る
。

「
い
ま
必
要
な
の
は
〃
資
金
つ
く
り
〃

埼
玉
も
頑
張

鰯
州

っ
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
ら
れ
ま

し
た
。

鰯

①
第
二
次
世
界
大
戦
始
ま
る

召
集
令
状

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
私
が
五

才
の
時
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
の
真
珠
湾
を

攻
撃
し
て
、
太
平
洋
で
の
戦
争
に
入
り
ま

し
た
。
戦
争
に
批
判
的
だ
っ
た
私
の
父
に

は
，
す
ぐ
に
召
集
令
状
（
赤
紙
）
が
来
て
、

二
六
日
に
兵
隊
と
し
て
家
を
出
ま
し
た
。

年
老
い
た
祖
父
と
妻
と
私
た
ち
五
人
の

子
供
を
残
し
て
。

母
と
私
と
弟
で
目
黒
の
兵
舎
に
面
会
に

行
き
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
帰
り
、
父
の
う
し

ろ
姿
を
見
送
り
ま
し
た
。
ま
だ
五
歳
だ
っ

た
私
は
、
そ
の
時
の
気
持
は
覚
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
母
は
ど
ん
な
に
か
心
細
か
っ
た
で

し
よ
震
う
。

母
が
遣
し
て
い
っ
た
日
記
に
、
次
の
よ
う

な
短
歌
が
あ
り
ま
し
た
。

面
会
に
君
に
別
れ
て
バ
ス
待
て
ば

兵
舎
の
屋
根
に
星
ひ
と
つ
冴
ゆ
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短
歌

治
安
維
持
法
の
犠
牲
と
な
り
し
伊
藤

千
代
子
の
映
画
化
の
準
備
わ
く
わ
く

す
る
な
り

百
年
前
千
代
子
掲
げ
し
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
女
性
た
ち
は
今
声
上
げ
て
い
る

日
頃
よ
り
口
ふ
さ
が
れ
し
女
性
た
ち

女
性
蔑
視
の
ト
ッ
プ
を
辞
任
さ
せ
た
り

川
口
市
宮
地
さ
か
枝

俳
句

春
来
る
多
喜
二
・
千
代
子
想
い
馳
せ

千
代
出
番
地
縛
り
の
花
春
を
呼
ぶ

行
田
市
大
野
辰
男

ペ
ダ
ル
踏
み
八
十
路
の
脚
が
春
運
ぶ

春
の
陣
受
ク
群
像
齢
れ
く
る

さ
い
た
ま
市
小
池
荘
市

川
柳

性
差
別
ノ
ー
全
豪
な
お
み
風
光
る

反
戦
の
な
か
に
し
礼
の
声
残
響

春
日
部
市
福
家
駿
吉

’
同
盟
文
芸
ｗ
Ⅸ

②
四
谷
小
学
校
入
学

一
九
四
三
年
小
学
校
（
国
民
学

校
と
言
っ
た
）
に
入
学
し
ま
し
た
。

私
の
家
は
四
谷
に
あ
っ
た
の
で
、

戦
争
の
中
心
と
な
る
大
本
営
に

近
か
っ
た
た
め
、
軍
人
さ
ん
が
通

る
と
、
日
の
丸
の
旗
や
連
隊
旗
を

持
っ
て
四
谷
駅
前
の
道
路
に
並
ん

で
旗
振
り
を
し
ま
し
た
。
学
校
で

は
毎
朝
の
朝
礼
で
、
宮
城
の
方
向

を
向
き
敬
礼
し
ま
し
た
。

軍
隊
で
兵
隊
さ
ん
た
ち
が
使
っ

た
手
旗
信
号
（
両
手
を
使
っ
て
、

V

| いま好評の季刊誌定期購読者募集中〃 【
係
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

文
芸
欄
へ
の
ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

毎
月
妬
日
ま
で
に
「
県
本
部
ま
で
」

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
メ
ー
ル
の
方
は
、

ｇ
『
○
一
§
一
〈
の
。
く
ゆ
言
○
．
８
壱
小
池
ま
で

自
・
共
・
公
助
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
の
絆

忘
れ
っ
ぽ
い
ほ
ど
官
僚
は
出
世
す
る

小
鹿
野
町
高
田
哲
郎

作
ろ
う
よ
伊
藤
千
代
子
の
劇
映
画

さ
あ
五
月
国
会
請
願
ス
パ
ー
ト
へ

行
田
市
大
野
辰
男

イ
、
ロ
、
ハ
．
：
）
を
教
え
ら
れ

ま
し
た
。

家
に
は
、
千
葉
の
鋸
山
に
近

く
か
ら
家
事
、
育
児
の
手
伝

い
に
二
人
の
お
姉
さ
ん
が
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
内
一
人
の
方
が
東
京
に

爆
弾
が
落
ち
る
と
、
ち
ょ
っ
と

家
に
行
っ
た
ま
ま
帰
っ
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
も
祖

父
を
残
し
て
、
千
葉
市
の
蘇

我
町
に
疎
開
し
て
き
ま
し

た
。

（
次
号
に
続
く
）

☆
多
原
稿
募
集
！

「
読
者
の
ひ
ろ
ば
」
柵
を
設
け

ま
し
た
。
「
不
屈
」
読
者
の
み
な

さ
ん
が
、
日
頃
感
じ
て
い
る
事

ち
ょ
っ
と
み
ん
な
に
知
っ
て
ほ
し

い
事
な
ど
四
○
○
字
程
で
気

軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
戦
争
体
験
者
の
話
や

「
犠
牲
者
」
の
顕
彰
に
関
わ
る

情
報
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
編
集
部
）

季
刊
「
治
安
維
持
法
と
現
代
」

創
刊
二
○
周
年
記
念
特
集
号

好
評
販
売
中
！
一
部
千
円

春
（
四
月
）
、
秋
（
十
月
）
発
行

申
込
は
、
県
本
部
へ

趣
Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｅ
中
囹
や
呂
潭難
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「
軍
国
主
義
復
活
許
さ
ぬ
」

２
．
川
県
民
集
会
開
く

「
建
国
記
念
日
」
不
承
認
・
軍
国
主

義
思
想
の
復
活
に
反
対
し
思
想
と
信

教
の
自
由
を
守
る
２
．
ｕ
埼
玉
県
民

集
会
が
、
さ
い
た
ま
市
で
開
か
れ
ま
し

た
。
主
催
は
国
賠
同
盟
埼
玉
県
本
部

も
含
む
あ
団
体
が
参
加
す
る
実
行
委

員
会
。
講
演
は
、
「
菅
政
権
の
危
険

な
狙
い
と
私
た
ち
の
取
り
組
み
」
と
題

し
、
日
朝
協
会
埼
玉
県
連
会
長
の
関

原
正
裕
さ
ん
が
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
目
ナ
対
策
も
徹
底
す
る
中
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
も
含
め
、
百
名
を
超
え
る

、
と
き
函
４
月
期
日
（
祝
）
艸
時
～

・
と
こ
ろ
叩
埼
玉
会
館
３
ｃ
会
議
室

歴
史
を
改
ざ
ん
し
、
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
を
美
化

す
る
歴
史
逆
行
の
政
治
を
進
め
て
き
た
安
倍
政
権
を
継

承
し
た
菅
政
権
は
、
更
に
、
学
術
会
議
「
人
事
介
入
」
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
「
強
権
政
治
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
様

な
危
険
な
政
権
を
一
日
も
早
く
終
わ
ら
せ
る
為
に
も
、
い

ま
、
戦
前
の
暗
黒
時
代
に
不
屈
に
た
た
か
っ
た
人
々
か
ら

学
ぶ
こ
と
は
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

″
春
を
よ
ぶ
集
い
″
に
お
越
し
く
だ
さ
い

３
．
幅
、
４
．
肥
記
念
行
事

方
々
が
参
加
さ
れ
、
国
賠
同
盟
か
ら

も
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

関
原
さ
ん
は
、
菅
首
相
に
よ
る
日

本
学
術
会
議
人
事
介
入
問
題
の
背
景

に
は
、
学
術
会
議
が
創
設
時
か
ら
軍

事
研
究
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る

と
指
摘
。
「
軍
事
研
究
は
す
べ
き
で
な
い

と
い
う
倫
理
観
を
科
学
者
の
中
に
広

げ
、
世
論
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
。

９
条
改
憲
反
対
運
動
は
科
学
者
の
良

心
を
支
え
、
励
ま
す
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
強
調
。
こ
の
点
に
関
連
し
、
戦

前
の
「
学
問
の
自
由
」
弾
圧
の
事
例
と

し
て
一
九
三
三
年
の
滝
川
事
件
が
想

起
さ
れ
る
と
し
、
当
時
の
日
本
社
会
は

主
催
：
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
埼
玉
県
本
部

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
広
井
暢
子
さ
ん
（
日
本
共
産
党
常
任
幹
部
会
委
員
）

記
念
講
演
「
人
間
の
尊
厳
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
め
ざ

し
て
不
屈
に
た
た
か
っ
た
人
々
」
（
仮
題
）

・
劇
映
画
「
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
（
仮
題
）
の

総
監
督
桂
壮
三
郎
氏
の
お
話

。
会
場
か
ら
の
発
言

＊
コ
ロ
ナ
下
で
す
が
、

官
赤
化
事
件
」
、
「
教
一

ど
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、

法
学
説
も
「
赤

化
思
想
」
と
し

て
弾
圧
の
対
象

と
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
告
発
し

思
想
統
制
、
学

問
の
弾
圧
は
侵

略
戦
争
へ
の
道

と
言
う
の
が
歴

史
の
教
訓
で
あ

る
と
強
調
さ
れ

ま
し
た
。

治
安
維
持
法
検
挙
数
が
ピ
ー
ク
、
「
司
法
一

官
赤
化
事
件
」
、
「
教
員
赤
化
事
件
」
な
一

ど
に
も
ふ
れ
な
が
ら
、
滝
川
幸
辰
の
刑
一

充
分
注
意
し
て
開
催
致
し
ま
す
。
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横
田
正
利
、
吉
江
昌
江
、
小
室
仁
弥
、

倉
又
孝
夫
、
（
前
号
か
ら
の
続
き
・
敬
称
略
）

【
財
政
部
か
ら
お
礼
と
お
願
い
】

＊
目
ナ
禍
の
中
、
「
年
末
の
財
政
活
動
」

に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
、
募
金
も
会
費
も
前
年
度
の

実
績
を
上
回
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
二
○
二
○
年
度
の
会
費
納
入
が

お
済
で
な
い
方
は
、
三
月
末
ま
で
に
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
個
人
署
名
】

行
田
・
羽
生
支
部
１
３
９
筆

高
田
哲
郎
小
鹿
野
町
加
筆

埼
労
連
グ
ル
ー
プ
８
筆

合
計

個
人
署
名
１
５
４
５
筆

団
体
署
名
哩
筆

＊
署
名
が
集
ま
っ
た
ら
「
県
本
部
」
迄

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー

募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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